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Communication competence has been widely discussed in the ﬁeld of
communication studies and second language teaching. Acquiring “prag-
matic communication competence” has been one of the major aims of
conducting second language teaching in recent years in Japan. Many
studies have tried to develop the curriculum and to research effective
teaching methods related to cultivating communication competence. The
theoretical frameworks and the linguistic components of communication
competence, however, have not been sufﬁciently discussed. Recently,
“Common European Framework of Reference for Languages: Learning,
teaching, assessment (CEF)” has been established by the Council of
Europe to facilitate plurilingualism, intercultural interactions, and bor-
derless exchanges of workers and students in the EU. CEF is the
guideline of foreign language acquisition and it introduces the criteria of
the proﬁciency levels and the target communication competence. To
analyze the components of communicative language competences in










れた国際機関、ヨーロッパ評議会1) (Council of Europe) により制作され
た言語教育のためのガイドライン “外国語の学習、教授、評価のための
ヨーロッパ共通参照枠 (Common European Framework of References for




ニケーション能力’ を、‘コミュニケーション言語能力 (communicative lan-
guage competences)’ と呼び、その構成要素を (1) ‘言語能力 (linguistic
competence)’、(2) ‘社会言語能力 (sociolinguistic competence)’、(3) ‘言
語運用能力 (pragmatic competence)’ と分類した。CEF はこれらのコミュ
ニケーション言語能力の分類を機軸に、各能力の下位概念と、言語的な構
成要素、実際のコミュニケーション場面での使用例がまとめられている。































目的を達成できる能力のことを ‘複言語能力 (plurilingual competence)’、
そしてそのような言語能力と異文化への寛容さを兼ねた態度を ‘複言語主
義2) (plurilingualism)’ と定義して、それらの養成を目指している。EU で
は CEF を基にしたカリキュラムと CEF に付属する ‘ヨーロッパ言語ポー
トフォリオ3) (European Language Portfolio)’ (以下 ELP と省略)という
ツールを使用した教育が既に行われており、成果も発表されている4)。
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(1) 第一章 ‘CEF の政治的および教育的背景’
(言語政策のねらいや必要性について)
(2) 第二章 ‘CEF の理論的背景’ (行動中心主義の説明)
(3) 第三章 ‘共通参照レベル’
(言語熟達度の尺度の説明と使い方について)
(4) 第四章 ‘言語使用と言語使用者 /学習者’
(言語使用のコンテクスト、テーマ、方略について)








(9) 第九章 ‘評価’ (評価の種類の説明)

























‘言語能力 (linguistic competence)’ は、以下の 6つの能力から構成され
る。すなわち、(1) ‘語彙能力’、(2) ‘文法能力’、(3) ‘意味的能力’、





















• Good morning! (おはよう)
• How do you do? (はじめまして)
例: ことわざや格言、古い文体のなごり
• Be off with you! (失せやがれ !)
b. 固定句
例: Please may I have . . . (～を頂けますでしょうか)
c. 固定表現
例: 動詞句
• to put up with (我慢する)
• to make do (with) (間に合わせる)
例: 複合助詞
• in front of (の前に)
d. 固定化された連語
例: to make a speech (演説をする)






a. 冠詞 b. 数量詞
例: a, the 例: some, all, many
c. 指示詞 d. 人称代名詞
例: this, these 例: I, we, he, she
e. 疑問詞や関係詞 f. 所有代名詞
例: who, what, how 例: my, our, his, her
g. 前置詞 h. 助動詞、話法助動詞
例: with, in, of 例: be, do, have
i. 接続詞 j. 心態詞
表 3. 1 ‘言語能力’ を構成する知識と力
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ヨーロッパ共通参照枠 (CEF)における ‘コミュニケーション言語能力’




組み a. 構成要素 b. 範疇
例: 形態素 (語根など) 例: 数、格、性
加算・不可算
過去・現在・未来
c. 類 d. 構造




e. 変形 (記述的) f. 関係





例: 語を作る接辞 (re-, un-, -ly, -ness)
変化語尾 (-s, -ed, -ing)
B. 単語の分類をなす要素(語形成)
a. 単純語 (語根のみ)、例: six, tree, break
b. 派生語 (語根 +接辞)、例: un-broken-ly
c. 複合語 (一つ以上の語幹)、例: sixpence, breakdown
C. 単語を変化させる以外の方法
a. 母音変化、例: sing, sang, sung
b. 子音変化、例: lend, lent
c. 不規則変化、例: bring, brought
d. 合成変化、例: go, went
e. 無変化、例: cut, cut, cut
形態音韻論 A. 音韻論的な条件によって異なる形態
例: laughed, cried, shouted の単語に出てくる
/t/, /d/, /id/。他には、リエゾンや有声無声など。
B. 形態的な条件によって異なる音韻
異文化コミュニケーション研究 第 18号 (2006年)
168
例: creep—crept, mean—meant, weep—wept




































第 2の ‘社会言語能力 (sociolinguistic competence)’ は、以下の 5つの
下位概念から構成されている。それらは、(1) ‘社会関係を示す言語標識’、
(2) ‘礼儀上の慣習’、(3) ‘金言、ことわざ’、(4) ‘言語使用域の違い’、
(5) ‘方言や訛’ であり、社会文化的背景において言語がどう使用されるか






















a. 到着時 (例: Hallo!; Good morning!)
表 3. 2 社会言語能力を構成する知識と力
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b. 初対面 (例: How do you do?)
c. 別れ (例: Good-bye!)
B. 呼びかけ時の敬称
a. 固定化した呼びかけ (例: My Lord; Your Grace)
b. 形式ばった呼びかけ (例: Sir; Madam; Professor)
c. くだけた呼びかけ (例: John!)
d. 親しさの呼びかけ (例: dear; daring)
e. 横柄な呼びかけ (例: You!; Smith!)
f . 決まり文句的な侮辱 (例: You stupid idiot!)
C. 発話の順番 (turntaking) をめぐる習慣



























例: A stitch in time saves nine. (即一針、九針を省く)
B. 慣用句
例: A sprat to catch a mackerel. (海老で鯛(鯖)を釣る)
C. よく聞く引用句
例: A man’s man for a’ that (それでも人間は人間)
D. その他の表現
a. 迷信、言い伝え、天気
例: Fine before seven, rain by eleven.
(7時前には晴れていても、11時には雨が降る)
b. 態度
例: It takes all sorts to make a world.
(色々な人がいて世の中は成り立つ)
c. 価値 例: It’s not cricket. (フェアじゃない)
4. 言語使用域の違い




例: Pray silence for His Worship the Mayor! (ご静粛に)
B. 公式の言葉遣い
例: May we now come to order, please. (ご静粛に願います)
C. 中立的な言葉遣い
例: Shall we begin? (それでは始めましょう)
D. くだけた言葉遣い
例: Right. What about making a start?” (さあ、始めましょう)
E. 親しい言葉遣い





例: a. “small” に対して、スコットランド語の “wee”
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3. 3 言語運用能力
第 3の ‘言語運用能力 (pragmatic competence)’ とは、(1) ‘ディスコー










b. 関東の ‘ばか’ に対して、関西の ‘あほう’
B. 文法
例: a. I haven’t seen anything. I ain’t seen nothing.
b. ‘ら抜き言葉’ (‘行かない’ ‘行かぬ’)
C. 音韻
例: a. ニューヨークで “bird” を [boid] と発音すること









ス能力 a. 話題 /焦点







a. 主題の構成 b. 一貫性と結束性











a. 場面に応じた柔軟性 b. 発話の順番





a. 対象を認識すること b. 報告すること
c. 訂正すること d. 尋ねること
e. 答えること
B. 態度を表明したり、相手の態度を知ること
a. 事実に関して(例: 同意する /しない)
b. 知識(例: 既知 /未知、記憶、可能性など)
c. モダリティ(例: 義務、必要、遂行力など)
d. 意志(例: 要求、欲求、好みなど)
e. 感情(例: 快 /不快、好き /嫌い、恐れ、感謝など)
f . 倫理(例: 謝罪、賛意、共感など)
C. 説得
例: 提案、依頼、警告、励まし、助けの要請など









例: a. 描写、b. 語り、c. 注釈、d. 解説、e. 解釈、






例: a. ‘質問’ に対する ‘答え’
b. ‘叙述’ に対する ‘賛成 /反対’
c. ‘要求 /申し出/謝罪’ に対する ‘受諾 /拒絶’
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合上紹介することができなかったが、CEF には ‘共通参照レベル (Com-










1. ‘語彙能力’ 1. ‘社会関係を示す言語標識’ 1. ‘ディスコース能力’
2. ‘文法能力’ 2. ‘礼儀上の慣習’ 2. ‘機能的能力’
3. ‘意味的能力’ 3. ‘金言、ことわざ’ 3. ‘構想能力’
4. ‘音声能力’ 4. ‘言語使用域の違い’

























3) ‘ヨーロッパ言語ポートフォリオ (European Language Portfolio)’ (ELP) は、
CEF の理念を具現化するための教育ツールである。その構成は (1) ‘言語パ
スポート (Language Passport)’、(2) ‘言語学習記録 (Language Biography)’、
(3) ‘資料集 (Dossier)’ から成っている。まず、‘言語パスポート (Language
Passport)’ は、5つのコミュニケーション技術、聴くこと (Listening)、読むこ
と (Reading)、書くこと (Writing)、やり取りをすること (Spoken Interaction)、
表現すること (Spoken Production) のカテゴリーを基に個人の言語能力を確認

























ケーション能力” の違いに関する双方の無理解’ (畠山 1996、69頁)が生じて
いるのである。
7) ‘共通参照レベル (Common Reference Level)’ は、6段階の言語熟達度を表
す尺度である。まず、A-C の 3つの到達レベルで分けられ、それらは ‘A: 基
礎段階の言語使用者 (Basic User)’、‘B: 自立段階の言語使用者 (Independent)’、
‘C: 熟達段階の言語使用者 (Proﬁcient User)’ となっている。さらに上記の 3
つのレベルは、各々2つに分けられ、A の基礎段階では ‘A1: Breakthrough’、
‘A2: Waystage’、B の自立段階では ‘B1: Threshold’、‘B2: Vintage’、C の
熟達段階では ‘C1: Effective Operational Proﬁciency’、‘C2: Mastery’ と設定
されている (ヨーロッパ日本語教師会、2005b;  藤枝、2003)。
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